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三
歳
児
検
診

〝
ぎ
く
、
ど
っ
こ
も

・

／

Ｈ

Ｈ

Ｖ

’
わ
る
く
な
い
の
に
〟

今
年
も
五
月
二
十
六
日
、
三
歳
児
検

診
が
町
民
会
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

三
歳
の
年
齢
は
〝
三
つ
子
の
魂
百
ま

で
″
　
〝
三
歳
児
教
育
〟
と
か
い
わ
れ
る

よ
う
に
こ
の
時
期
は
、
子
供
に
と
っ
て

精
神
、
肉
体
的
に
も
大
事
な
時
、
そ
れ

で
、
つ
き
そ
い
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
も

真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

今
の
子
供
は
、
昔
に
比
べ
て
体
格
は

よ
く
な
っ
た
も
の
の
、
虫
歯
が
多
い
子

が
目
立
つ
と
の
こ
と
、
あ
な
た
の
子
供

さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

満
三
年
六
か
月
標
準

。
身
長
′
男
9
6
・
1
ｃ
ｍ
　
女
9
4
・
8
ｃ
ｍ

。
体
重
　
男
1
4
・
6
ｋ
ｇ
　
女
1
3
・
9
ｋ
ｇ

。
胸
囲
　
男
5
2
・
3
ｃ
ｍ
　
女
5
1
・
1
ｃ
ｍ

青
少
年
珠
算
大
会

「
7
月
2
日
」
　
に
変
更

第
2
0
回
青
少
年
珠
算
競
技
大

会
は
会
場
等
の
都
合
に
よ
1
7

6

月

2

5

日

か

ら

7

月

2

日

（

日

曜
）
に
変
更
し
ま
す
。

小
中
学
生
の
み
な
さ
ん
の
多

数
の
参
加
を
。

▽
集
合
　
7
月
2
日
　
9
時

▽
会
場
　
水
巻
町
々
民
会
館

▽
申
し
込
み
　
6
月
2
4
日
ま
で

教
育
委
員
会
に
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梅
雨
炉
ふ
そ
き
ま
す

・
・
・
水
害
に
対
す
る
備
え
を
・
・
・

今
年
も
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
す
が
あ
な
た
の

水
害
に
対
す
る
備
え
は
も
う
で
き
て
い
ま
す
か
。

町
で
は
、
こ
の
梅
雨
時
期
の
水
害
を
防
ぎ
、
ま
た

住
民
の
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
、
各

関
係
機
関
が
集
ま
っ
た
「
水
防
協
議
会
」
で
水
防

対
策
を
検
討
し
、
今
年
の
水
防
計
画
を
ま
と
め
ま

し
た
。

水音等による緊急避難場所

区　　　 名
避　 難　 鳩・所

第 1 避 難 第 2 避 難

立　 屋　 敷 公　 民　 館 伊左座′ト学校

伊　 左　 虔 〃 ケ

みずほ団地 ケ ケ

上　　 ・二 八所神社・信行寺 ノウ

二　 町　 住 八軒神社・公民鰐 ク

下　 ＼、二 公　 民　 館 ． ケ

下 二 地 主
ク 〃

吉 田 団 地 集　 会　 所 吉田小学校

吉　 田 ・一 公　 民　 館 ケ

吉　 田　 二 貪船神社・妙菜寺

第 2 保育所

ク

吉　 田　 三 河守湘社・公包館

緑風周団地 吉田ノ三公民館 Ｊシ

東吉野団地 － －

松葉荘同地 頃末小学校 噴末小学校

項　　　 未 増抹・机水和略学校

机 机小学校 机小学校

入 江 興 産 入江興産社宅 伊左虔′ｊ、学校

林　 住　 宅 ．伊左座小学誓 ケ

古　　　 賀 公　 民　 館 机小学校

新　 生　 街 水巻中学校 水巻中学梗

樋　　　 口 公　 民　 館 猪熊小学校

権　　　 能 鷹見神社・公民館 繕掛卜庸見神社

措 熊 町 住 公　 民　 館 結熊小学校

鯉　 口　 区 頃末小学校 噴末小学校

机虜 ノ下社宅 公　 民　 館 ケ

古　 賀　 圧 古賀区供用施設 水巻中学‡交

櫓 ノ 木 区 第一集会所 ク

高　 松　 区 集　 会　 所 ヽ

㍍ ノホ冊地 水巻中央幼稚凰 水巻中学校

高 校 田 地 集　 会　 所 ク

第1避難は部分的災害を想定した埼合で近くの
公共施設等に一時収容する。
第2避雅は非常時憩が発生し、遠㌫‖ｌ堤断溢水、
決壊等最悪の場合

い
ま
す
。
各
家
庭
で
も
万
一
の
災
害
に
　
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
ご
注
意

備
え
て
十
分
注
意
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

六
月
下
旬
に
大
雨

福
岡
管
区
気
象
台
が

五
月
二
十
日
、
発
表
し

た
九
州
北
部
の
六
月
か

ら
向
う
三
か
月
の
長
期

予
報
で
は
、
六
月
中
旬

は
移
動
性
高
気
圧
に
お

お
わ
れ
晴
れ
間
も
あ
る

が
、
下
旬
に
は
梅
雨
前

線
が
時
々
活
発
と
な
り

局
地
的
な
大
雨
が
降
る

恐
れ
が
あ
る
と
の
こ
と
。

七
月
上
旬
は
、
や
や
冷

の
　
　
・
－

等
　
　
区
域
、
ま
た
、
危
険
箇

願
誓
親
猿

難
認
と
も
に
、
災
害
に
あ
っ

避
確
齢
鋸
縞
蟻
は

涼
な
曇
雨
天
の
日
が
多
く
な
り
、
中
旬

に
か
け
て
大
雨
が
降
り
、
梅
雨
明
は
平

年
並
み
（
七
月
十
九
日
頃
）
に
な
り
そ

う
で
す
。
八
月
は
北
方
か
ら
の
寒
気
の

影
響
を
う
け
て
不
安
定
な
天
候
と
な
り

し
の
ぎ
や
す
い
時
期
も
あ
り
そ
う
で
す
。

台
風
の
発
生
は
、
平
年
並
み
を
予
想

し
て
い
ま
す
が
、
北
部
九
州
に
影
響
す

る
の
は
、
二
個
ぐ
ら
い
の
見
込
で
す
。

ｌ

水　防信　号　表
完 ＼ ミ 芝 サ　 イ　 レ　 ン　 信　 号 説　　　　 明

第 1 信 号
約 5 秒　 約 1 5 秒　 約 5 秒　 約 1 5 秒 警戒 水位 に達 した 事

0 － 休止　　 〇一休 止 を知 らせ る場 合

第 2 信 号 約 5 秒　 約 6 秒　 約 5 秒　 約 6 秒
消 防団 員が全 員 出勤
す べ き事 を知 らせ る

〇一 休 止　　 ○一休 ｌＬ 瑚 合

第 3 信 号
約 1 0 秒　 約 5 秒 1約 1（ｌ秒　 約 5 秒

水 防管理 団体 の区域
内 に居住 す る者 が．水
防の 応援 のた め に細

0 － 休 止　　 〇一休 止 勤す べ き事 を ・‾
知 らせ

る もの

第 4 信 号
約 1 分　　 5 秒　　 約 1 分 必 要 と認 め る区域 内

房若い
0 － 休止　　 〇一 い 犀往 賓に避 難す べ

き肇 を知 らせ る もの

重　要　水　防　河　川　区　域

＼
河　 川　 名 薗　　　　　 戸斤　　　　　 別 予想される危険

イ 堀　　　　　 川 苫田ノ一 ・二 ・三　 一帯　 700ｍ 溢　　 水

ロ 羅　 漢　　 川 吉嵩ノ二 （本村、滑石、御指地）一帯　 300ｍ 溢水及び埋没

ハ 赤　　 水　　 川 噴末購町附近一帯 100ｍ 溢　　 水

山　　 田　　 川 噴末先園から中組一帯　 200ｍ ク

ホ 軽　　 口　　 用 鯉口区一一昔 100ｍ ク

へ 大　 平　　 川 旧中央区鹿児島本線ぞい一一帯　 500ｍ 〃

ト 片 山 排 水路 片山ガー ド下 〃

チ 古　　 賀　　 川 古鼠一組 〃　　　 ｉ

な
お
、
非
常
事
態
に
は
次
の
と
お
り
　
く
だ
さ
い
。

宅

地

防

災

　

工

事

資

金

の

貸

付

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
宅
地
造
成
等

規
制
法
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災

害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
ま
た
は
建
築

基
準
法
第
1
0
条
に
基
づ
き
、
災
害
の
防

止
の
た
め
に
地
方
公
共
団
体
か
ら
擁
壁

ま
た
は
排
水
施
設
の
設
置
、
改
造
等
の

工
事
を
行
な
う
よ
う
勧
告
、
命
令
を
受

け
た
か
た
に
対
し
、
工
事
に
必
要
な
資

金
を
融
資
い
た
し
ま
す
。

◎
申
込
受
付
期
間

年
中
い
つ
で
も
結
構
で
す
。

◎
申
込
受
付
機
関

工
事
場
所
に
近
い
　
（
住
宅
金
融
公
庫

業
務
取
扱
店
）
と
表
示
し
た
金
融
機

関詳
し
く
は
公
庫
福
岡
支
所
（
℡
0
9

2

・

7

1

2

・

5

5

5

5

）

ま

で

吏
雷
賢
二
奮
竿
奮
㍉

梅
　
雨
　
の
　
水
は
　
け
　
と

身
近
　
か
　
な

◎
オ
ム
ツ
の
乾
燥
に
困
る
時
期

梅
雨
の
長
雨
は
洗
濯
物
の
乾
燥
に
困

る
季
節
で
す
。
特
に
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

家
庭
で
は
オ
ム
ツ
の
乾
燥
に
追
わ
れ
ま

す
が
、
火
気
の
上
や
、
周
囲
に
吊
し
て

の
乾
燥
は
非
常
に
危
険
な
こ
と
で
す
。

も
し
、
天
井
に
燃
え
上
っ
た
場
合
は

初
期
消
火
が
困
難
で
す
か
ら
、
絶
対
に

し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

火
　
の
　
用
　
心

◎
　
雨
水
の
流
れ
や
す
い
溝
に

家
の
園
り
の
排
水
溝
は
雨
水
の
流
れ

に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

梅
雨
時
は
気
ま
ぐ
れ
気
象
で
、
い
つ

集
中
豪
雨
と
な
っ
て
住
宅
に
侵
入
し
た

り
他
の
危
険
が
起
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

隣
近
所
と
協
力
し
て
、
排
水
溝
の
土

砂
や
雑
草
を
取
り
除
き
、
水
は
け
を
よ

く
す
る
よ
う
心
か
け
て
く
だ
さ
い
。

税金は納期内に納めましょう　6月の納期　町県民税0国保税……1期分
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矛
国
鉄
で
は
、
6
月
5
日

か
ら
6
月
2
5
日
ま
で
「
鉄

道
妨
害
を
な
く
す
運
動
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
、
門
司
鉄
道
管

理
局
で
は
、
三
百
九
十
一

件
の
鉄
道
妨
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
原
因
別
で
み

ｄ
－

踏
切
事
故
、
線
路
あ
る
き

置
石
、
投
石

る
と
、
警
報
を
無
視
し
て
踏
切
に
進
入

す
る
無
謀
運
転
が
全
体
の
6
0
％
を
占
め

二
時
停
止
し
て
、
左
右
の
安
全
を
確

め
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

。
警
報
器
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
に
は
、

絶
対
に
は
い
ら
な
い
こ
と
。

。
せ
ま
い
踏
切
で
の
無
理
な
通
行
は
、

事
故
の
も
と
で
す
。

Ｃ
複
線
で
は
、
列
車
が
通
過
し
て
も
、

反
対
か
ら
列
車
が
来
ま
す
。

。
自
転
車
で
必
ず
止
ま
る
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
、
ノ
。

、
）

を
（
講
習
時
間
3
0
分
　
無
料
）

て
お
り
、
こ
の
た
め
死

亡
し
た
者
1
5
名
、
ケ
ガ

を
し
た
者
3
8
名
ま
た
、

線
路
に
は
い
っ
て
死
亡

し
た
者
1
4
名
、
負
傷
し

た
者
1
7
名
と
い
う
悲
惨

な
事
故
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

国
鉄
で
の
事
故
は
、
よ
く
て
大
ケ
ガ

悪
く
て
死
亡
と
い
う
大
き
な
事
故
に
な

り
ま
す
。
尊
い
生
命
と
財
産
を
守
り
、
あ
わ
せ

て
国
鉄
の
安
全
輸
送
を
確
保
す
る
た
め

次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
踏
切
で
は

。
エ
ン
ス
ト
、
落
輪
な
ど

で
卓
が
動
か
な
く
な
っ
た

た
ら
、
ま
ず
列
車
を
止

め
る
手
配
を
し
ま
し
ょ

、

ノ

0

◎
線
路
で
は

。
歩
か
な
い
、
遊
ば
せ
な

ヽ

1

　

0

し

。
レ
ー
ル
に
石
な
ど
を
置
か
せ
な
い
。

。
列
車
に
石
な
ど
投
げ
な
い
。

な
お
、
国
鉄
公
安
室
で
は
、
踏
切
非

常
ボ
タ
ン
の
取
扱
い
や
、
携
帯
用
発
煙

筒
の
使
用
方
法
な
ど
の
講
習
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
各
団
体
で
希
望
が

あ
れ
ば
参
上
し
ま
す
の
で
気
軽
に
連
絡

∴工二十十1∴・∴‾、‾

連
絡
先
　
小
倉
第
一
鉄
道
公
安
室
（
℡

5
2
1
・
0
4
5
0
）

け
ん
銃
や
刃
物
を
う
か
っ

た
殺
人
、
強
盗
な
ど
の
犯
罪

が
増
え
て
い
ま
す
。
ノ

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な

犯
罪
を
な
く
す
た
め
6
月
1

日
か
ら
6
月
3
0
日
ま
で
1
か

月
間
「
凶
器
等
危
険
物
の
取

締
り
」
を
一
斉
に
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
お
互
に
生
活
の

安
全
を
守
る
た
め
次
．
の
点
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
一
般
家
庭
に

。
け
ん
銃
や
爆
発
物
な
ど
を

持
っ
て
い
る
者
を
見
つ
け

た
り
、
聞
い
た
り
し
た
と

き
は
、
す
ぐ
警
察
に
届
け

ま
し
ょ
う
。

。
け
ん
銃
に
似
て
い
る
オ
モ
チ
ャ
の
け

ん
銃
は
所
持
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

見
た
り
、
聞
い
た
時
は
す
ぐ
連
絡
を

。
包
丁
、
ナ
イ
フ
な
ど
の
刃
物
顆
は
、

目
だ
た
な
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ

・つ。

◎
許
可
銃
砲
を
所
持
し
て
い
る
人
に

。
許
可
を
受
け
た
猟
銃
、
空
気
銃
は
必

ず
分
解
し
て
、
カ
キ
の
か
か
る
丈
夫

な
保
管
庫
に
な
お
し
ま
し
ょ
う

。
眠
り
銃
（
使
用
し
な
い
も
の
）
は
、

譲
渡
し
ま
し
ょ
う

。
銃
は
許
可
さ
れ
た
目
的
外
に
携
帯
、

運
搬
は
で
き
ま
せ
ん

◎
登
録
さ
れ
た
刀
剣
類
を
所
持
し
て
い

る
人
に

。
正
当
な
理
由
以
外
は
携
帯
、
運
搬
は

で
き
ま
せ
ん

。
必
要
の
な
い
刀
剣
類
は
警
察
に
届
け

て
廃
棄
し
ま
し
ょ
う

子
供
を
水
の
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

六
月
か
ら
八
月

は
、
水
遊
び
の
シ

ー
ズ
ン
で
す
。
例

年
こ
の
期
間
に
は

子
ど
も
の
「
水
の

事
故
」
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
四
人
（
折
尾

署
管
内
）
も
の
尊
い
生
命

が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
水
の
恐
ろ
し
さ
を

き
、
遊
ん
で
い

る
う
ち
に
転
落
す
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

∇
幼
児
の
ひ
と
り
遊
び
は
危
険
で
す
っ

常
に
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に

∇
家
の
近
く
に
、
池
や
用
水
、
溝
な
ど

危
険
な
場
所
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し

て
お
く

∇
子
ど
も
だ
け
で
水
遊
び
や
水
泳
に
行

か
せ
な
い
ト
そ
つ
に
す
る

▽
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

を
見
か
け
た
ら
す
す
ん
で
声
を
か
け

て
や
め
さ
せ
る

▽
転
落
な
ど
の
事
故
が
お
き
た
ら
、
大

声
で
近
く
の
大
人
に
政
い
を
求
め
る

よ
う
教
え
て
お
く

恥
帰

釣
り
人
の
み
な
さ
ん
へ

釣
り
の
絶
好
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
が
、
海
釣
り
を
さ
れ
る

際
に
、
ま
き
餌
を
す
る
方
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
ま
き
餌
の
う
ち
、
赤
土
と
麦

が
海
草
類
の
繁
殖
を
さ
ま
た
げ
、
魚
貝

頬
の
産
卵
生
息
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま

す
の
で
、
海
で
釣
り
を
さ
れ
る
方
は
、

次
の
こ
と
を
ぜ
ひ
守
り
ま
し
ょ
う
。

Ｄ
磯
や
防
波
堤
、
護
岸
で
釣
り
を
さ
れ

る
と
き
は
、
赤
土
は
使
用
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
海
草
の
発
芽
期
で
す
。
6
月
中
旬
ま

で
磯
で
は
麦
を
ま
き
餌
と
し
て
使
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
海
を
き
れ
い
に
し
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

若
者
よ
旅
を
し
よ
う

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
利
用
し
て
旅
を

愛
す
る
グ
ル
ー
プ
（
Ｙ
Ｈ
Ｇ
・
ト
ロ
ッ

コ
）
で
す
。
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
参
加
を

▼
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
6
時
3
0
分
～

9
時

▼
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

火事。救急車は691－0119番へ　警察は110番へ
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二亘∈至≡車重む
社
会
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
5
回
社
会
人
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
五
月
晴
れ

の
下
、
2
1
日
、
午
前
9
時

か
ら
伊
左
座
・
吉
田
小
学

校
の
両
グ
ラ
ン
ド
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
た
び
に
参

加
チ
ー
ム
も
増
え
、
今
年

は
大
会
華
南
の
2
0
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
を
く
り

ひ
ろ
げ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

に
も
の
を
い
わ
せ
た
下
二

町
住
チ
ー
ム
が
2
回
目
の

優
勝
を
し
ま
し
た
。

来
春
、
高
校
、
高
専
進
学
を
め
ざ
す

交
通
遺
児
の
み
な
さ
ん
へ

奨

学

生

募

集

▼
応
募
資
格

①
保
護
者
が
道
路
上
の
交
通
事
故
で
死

亡
し
た
り
、
重
い
後
遺
障
害
で
働
け

な
い
た
め
に

②
教
育
費
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
家
庭

③
中
学
3
年
生
（
成
績
不
問
）

▼
奨
学
金
　
（
月
額
）

一
万
円
（
国
公
立
）

一
万
五
千
円
（
私
立
）

▼
返
還
2
0
年
間
割
朕
返
済
　
無
利
子

▼
出
願
期
限
　
9
月
3
0
日

▼
応
募
の
方
法

先
生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
私
立

高
校
に
入
学
し
た
も
の
に
は
、
奨
学

金
の
他
に
入
学
一
時
金
2
0
万
円
を
貸

与
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
主
催
　
交
通
遺
児
育
英
会

く
わ
し
く
は
役
場
企
画
係
ま
で

福
岡
県
保
母
試
験

▼
願
書
受
付
　
6
月
1
9
日
∵
1
2
6
日

▼
願
書
提
出
先

遠
賀
福
祉
事
務
所
（
折
尾
）

▼
試
験
日
　
8
月
2
・
3
・
4
甘

▼
試
験
会
場

否
蘭
女
子
短
期
大
学
（
福
岡
市
）

▼
受
験
料
　
2
千
円

願
書
は
役
場
老
人
児
童
係
に
準
備
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
遠
賀
福
祉

ベ
ス
ト
4
は
次
の
と
お
り
で
す
。

下二町住

肯苗
頃
　
　
末

美
吉
　
野

み
ず
ほ
Ａ

下
二
町
住

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
伊
左
座
　
準
優
勝
　
樋
口

三
位
　
頃
末
　
　
四
位
　
　
猪
熊

を
含
む
3
2
試
合
が
消
化
さ
れ
、
上
二
チ

ー
ム
と
吉
田
チ
ー
ム
が
入
替
り
ま
し
た
。

．
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
1
部
優
勝
三
位
五
位

み下猪
ず二熊
は

六　四二
位位位

上人頃
二江末

ｌＪｌ

崖

ラ
イ
オ
ン
ズ
旗

少
年
団
野
球
大
会

第
二
回
水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争
奪
少

年
団
野
球
大
全
が
5
月
5
日
（
子
供
の

日
）
猪
熊
グ
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
、
頃
未

少
年
団
、
森
田
智
志
君
の
活
気
あ
る
選

手
宣
誓
の
も
と
、
熱
戦
の
ひ
ぶ
た
が
切

ら
れ
ま
し
た
。

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

今
年
も
4
月
2
4
日
か
ら
5
月
2
4
日
ま

で
1
か
月
間
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
伊
左
座
、
吉
田
、
猪
熊
小
学

校
の
各
会
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

家
事
の
合
い
間
に
体
力
づ
く
り
と
始

め
ら
れ
た
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も

す
っ
か
り
定
着
し
、
各
所
に
ラ
リ
ー
が

続
き
見
ご
た
え
の
あ
る
試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
全
で
1
部
と
2
部
の
入
替
戦

◎
2
部
優
勝
　
吉
田
　
　
二
位
　
吉
田
二

三
位
　
吉
田
団
地
　
四
位
　
下
二
町
住

五
位
　
伊
左
唾
　
六
位
　
猪
熊
ク

在
日
朝
鮮
女
性
同
盟
チ
ー
ム
結
成

こ
の
た
び
吉
田
地
区
に
朝
鮮
女
性
バ

レ
ー
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
練
習
を
始

め
ま
し
た
。
来
年
か
ら
リ
ー
グ
に
加
わ

り
た
い
と
バ
リ
キ
ッ
て
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
猪
能
グ
ラ
ブ
共
々
末
年
の
試
合

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

事
務
所
総
務
課
（
℡
6
0
1
・
2
1
2

1
）
ま
で
調

理

肺

試

験

▼
試
験
日
　
8
月
3
日

▼
試
験
会
場
　
北
九
州
大
学
（
小
倉
北

方
）

▼
試
験
科
目
　
衛
生
法
規
・
公
衆
衛
生

学
・
栄
養
学
・
食
品
学
・
食
品
衛
生

学
・
調
理
理
論

▼
璧
日
受
付
　
6
月
1
2
日
～
1
7
日

▼
願
書
提
出
先
　
遠
賀
保
健
所

願
書
は
遠
賀
保
健
所
（
℡
6
9
1
・

4
1
6
1
）
　
に
あ
り
ま
す
。

職
業
訓
疲
指
導
員
試
験

こ
の
試
験
は
、
職
業
訓
練
指
導
員
の

採
用
試
験
で
は
な
く
、
資
格
試
験
で
す
。

合
格
者
に
は
、
申
請
に
よ
り
璃
証
か

交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
試
験
職
種
　
試
験
日
　
受
付
期
間

試
験
場
所
の
順

。
印
刷
料
　
6
月
1
7

日

～

6

月

7

日

。
和
裁
科
　
7
月
1
5

日

～

7

月

5

日

。
機
械
科
　
8
月
1
2

日

～

8

月

2

日

。
溶
接
科
　
9
月
2

日

～

8

月

2

3

日

。
左
官
科
　
1
0
月
7

日

～

9

月

2

7

日

。
自
動
車
整
備
科

・

2

4

日

　

5

月

2

9

福
岡
訓
練
校

・

2

2

日

　

6

月

2

6

久
留
米
訓
練
校

・

1

9

日

　

7

月

2

4

戸
畑
訓
練
校

・

9

日

　

8

月

1

4

戸
畑
訓
練
校

・

1

4

日

　

9

月

1

8

久
留
米
訓
練
校

1

0

月

2

8

日

・

1

1

月

4

日

　

1

0

月

9

日

～

1

8

日

　

福

岡

訓

練
校
受
験
申
請
書
は
県
職
業
訓
練
課
（
℡

7

．

8

1

・

1

1

1

1

内

線

2

6

6

）

に

あ
り
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
・
．

同
和
資
料
一
部
訂
正

先
日
、
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
同

和
問
題
学
習
資
料
誰
2
．
「
私
た
ち
の
生

活
と
同
和
問
題
」
の
文
章
中
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

。
訂
正
箇
所
　
1
ペ
ー
ジ
下
段

「
同
和
対
象
地
区
は
、
市
町
長
さ
ん

が
勝
手
に
指
定
し
て
き
ま
る
わ
け
で
な

く
こ
れ
は
長
い
間
し
い
た
げ
ら
れ
た
伝

統
の
、
長
い
歴
史
的
背
景
を
も
っ
て
お

ら
れ
る
方
々
の
組
織
が
申
請
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
認
定
さ
れ
る
と
い

う

こ

と

で

…

…

…

」

。
訂
正「
同
和
対
象
地
区
は
、
市
町
村
長
が

県
知
事
を
経
由
し
て
総
理
府
に
調
査
報

告
し
、
受
理
さ
れ
て
か
ら
認
定
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
ｌ
…
・
…
」

参加しよう　6月25日は町民体育大会
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企

業

の

近

代

化

は

あ

な

た

の

手

で

無
利
子
の
設
備
近
代
化
資
金
貸
付

県
で
は
、
毎
年
度
厳
し
く
な
る
経
済

環
境
の
な
か
で
設
備
の
近
代
化
・
合
理

化
を
し
よ
う
と
す
る
中
小
企
業
に
対
し

設
備
導
入
に
必
要
な
資
金
を
中
小
企
業

近
代
化
資
金
貸
付
規
則
に
基
い
て
貸
付

け
て
い
ま
す
。

◎
募
集
期
限
　
5
3
年
1
1
月
3
0
日
ま
で
（

貸
与
額
に
達
し
た
場
合
は
締
切
日
以
前

に
締
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

◎
申
込
窓
口
　
商
工
会
議
所
ま
た
は
商

工
会
◎
貸
付
対
象
企
業

用
資
本
額
ま
た
は
出
資
額
の
総
額
が
1

億
円
（
サ
ー
ビ
ス
業
は
1
千
万
円
）

以
下
の
会
社
、
ま
た
は
従
業
員
数
が

3
百
人
（
サ
ー
ビ
ス
業
は
5
0
人
）
以

下
の
会
社
ま
た
は
個
人
で
あ
る
こ
と

佃
県
内
に
お
い
て
引
き
続
き
1
年
以
上

現
在
の
事
業
を
営
み
、
か
つ
事
業
税

皇
冗
納
し
て
い
る
こ
と

畑
中
小
企
業
以
外
の
事
業
者
（
資
本
金

1
億
円
以
上
）
が
当
該
企
業
の
発
行

済
の
株
式
の
恋
数
（
ま
た
は
出
資
総

額
）
　
の
2
分
の
1
を
超
え
て
出
資
し

て
い
る
企
業
で
な
い
こ
と

㈱
対
象
設
備
の
設
置
に
要
す
る
資
金
の

調
達
が
銀
行
な
ど
か
ら
で
き
ず
本
制

度
に
よ
る
こ
と
が
必
要
な
企
業
で
あ

る
こ
と

㈲
調
整
規
定
を
設
定
し
商
工
組
合
に
属

す
る
事
業
を
営
む
も
の
に
あ
っ
て
は

当
該
商
工
組
合
の
意
見
書
を
添
付
し

て
い
る
企
業
で
あ
る
こ
と

㈲
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
内

に
お
い
て
、
中
小
企
業
設
備
貸
与
制

度
に
よ
る
設
備
の
貸
与
を
受
け
て
い

な
い
こ
と

聞
帳
簿
は
毎
月
正
確
に
記
帳
整
理
さ
れ

決
算
書
等
に
よ
り
経
営
内
容
が
は
握

で
き
る
企
業
で
あ
る
こ
と

◎
貸
付
条
件

。
貸
付
額
　
1
企
業
当
り
　
2
0
万
円
～

1
千
2
百
万
円

。
貸
付
利
率
　
無
利
子

。
貸
付
率
　
貸
付
対
象
設
備
購
入
費
の

4
5
％
～
5
0
％
の
範
囲
内

∴
　
し
貞
、

。
償
還
期
間
　
5
年
以
内

。
償
還
方
法
　
原
則
と
し
て
1
年
す
え

置
き
、
4
年
間
の
均
等
年
賦
償
還

◎
貸
付
対
象
設
備
の
支
払

9
5
4
年
9
月
3
0
日
ま
で
支
払
い
を
完
了

す
る
こ
と

く
わ
し
い
こ
と
は
北
九
州
商
工
事
務

所

（

℡

5

6

1

・

1

2

8

1

）

　

へ

低
利
の
貸
与
制
度

。
貸
与
期
間
　
4
年
6
か
月

。
返
済
方
法
　
9
回
均
等
払
い

。
貸
与
金
利
　
年
利
率
5
％

。
保
証
金
　
設
備
価
格
の
1
0
％
（
償
還

完
了
時
に
返
済
）

。
保
証
人
　
企
業
外
か
ら
2
名
法
人
企

業
は
代
表
者
含
め
3
名

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
福
岡
県
中
小

企
業
設
備
貸
与
協
会
（
℡
0
9
2
・
7

1

2

・

0

7

7

1

）

ま

で

こ
の
制
度
は
中
小
企
業
者
の
か
た
が

近
代
化
機
械
設
備
を
購
入
す
る
さ
い
、

協
会
に
申
込
に
な
れ
ば
、
協
会
が
中
小

企
業
者
に
か
わ
っ
て
そ
の
必
要
機
械
設

備
を
希
望
さ
れ
る
機
械
取
扱
業
者
か
ら

現
金
で
購
入
し
、
こ
の
機
械
設
備
を
長

期
低
利
の
賦
払
で
お
譲
り
す
る
制
度
で

す
。
◎
申
込
受
付
期
間

4
月
1
日
よ
り
貸
与
予
算
額
に
達
す

る
ま
で

①
申
込
窓
口

商
工
会
議
所
ま
た
は
商
工
会

◎
貸
与
対
象
企
業

県
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有
し

1
年
以
上
の
実
積
が
あ
り
次
の
条
件
に

該
当
す
る
者
は
、
個
人
、
法
人
を
問
わ

ず
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ⅲ
従
業
員
数
が
2
0
名
以
下
、
卸
、
小
売

サ
ー
ビ
ス
業
は
5
名
以
下

廟
最
近
2
か
年
間
の
平
均
純
利
益
が
1

千
万
円
以
下

刷
大
企
業
か
ら
の
出
資
が
％
を
超
え
て

い
な
い
こ
と

㈲
同
一
年
度
内
に
設
備
近
代
化
資
金
の

貸
付
け
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

㈲
事
業
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◎
貸
与
条
件

。
貸
与
額
　
　
　
1
企
業
2
0
万
円
～
1

千
2
百
万
円

老人居室

資金貸付

「
．
酎
酎
勘
の
呵
町
勘
酎

1

還

付

請

求

を

忘

れ

ず

に

ー

ｉ歪偶会！三！誓
「華●．華薫
蒜要義最は3千円

今
回
、
昭
和
五
十

二
年
分
所
得
税
の
特

別
減
税
が
行
わ
れ
、

次
の
金
額
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。還
付
さ
れ
る
金
額

は
、
本
人
は
六
千
円

控
除
対
象
配
偶
者
や

扶
養
親
族
は
一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し

て
計
算
し
た
金
額
で
す
。
た
だ
し
、
昭

和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
紋
の
方
が
少

な
い
と
き
は
そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
》

本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨
年

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
、
六
月
～
七
月
ご
ろ
、
勤
務

先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

《
事
業
所
得
者
な
ど
の
傷
合
》

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
に
税
務

署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
同

封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書
用
紙
に
所
要

の
事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
送
り

返
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、

税
務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支
払
通

知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

《
そ
の
他
の
人
の
場
合
》

°

今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退
山

職
し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し

た
人
な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
一

和
五
十
二
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限
後
の
確

定
申
告
を
し
て
特
別
減
税
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
若
松
税
務
署

（

竿

6

1

・

2

5

3

6

）

へ

お

⊥

ず
ね
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
で
は
6
0
歳
以
上
の
者
と
同
居

し
て
い
る
者
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

し
て
い
る
者
が
、
老
人
の
た
め
の
専
用

居
室
を
増
築
、
改
築
す
る
場
合
に
貸
付

け
を
い
た
し
ま
す
。

◎
申
込
資
格

①
6
0
歳
（
7
月
2
0
日
現
在
）
以
上
の
老

人
と
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
2
0
歳
以
上
の
人

②
県
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
住
所
を

有
す
る
人

③
貸
付
金
を
償
還
す
る
見
込
み
あ
る
人

④
工
事
完
了
が
5
4
年
3
月
3
1
日
ま
で
に

で
き
る
見
込
み
の
人

◎
貸
付
条
件

。
貸
付
限
度
額
　
7
0
万
円
（
工
事
見
積

金
額
は
貸
付
金
の
2
倍
半
程
度
）

。
貸
付
利
息
　
年
3
％

。
償
還
期
限
　
　
1
0
年
以
内

。
償
還
方
法
　
　
元
利
均
等
月
賦
償
還

。
保
証
人
　
担
保
不
要
、
・
連
帯
保
証
人

2
人

◎
申
込
期
限
　
5
3
年
7
月
2
0
日
ま
で

◎
申
込
先
　
役
場
老
人
児
童
係

節水にご協力ください　漏水をみつけたら水道課に連絡ください
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結
核
・
成
人
病
巡
回
検
診

自
分
の
健
康
は
自
分
自
身
で
守
り
、

検
診
は
す
す
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
・
場
所

午
前
（
1
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
）

午
後
（
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分
）

。

6

月

2

7

日

午
前
　
吉
田
二
公
民
館

午
後
　
吉
田
三
公
民
館

。

6

月

2

8

日

午
前
　
遠
賀
保
健
所

0

6

月

2

9

日

午
前
　
み
ず
ほ
団
地
公
民
館

午
後
　
二
町
住
公
民
館

。

6

月

3

0

日

午
前
　
猪
熊
公
民
館

午
後
　
古
賀
公
民
館

▼
検
診
内
容

ま
す
。

。
必
要
な
か
た
は
、
後
日
、
精
密
検
診

を
行
い
ま
す
。

。
料
金
は
無
料
で
す
。

母
子
保
健
相
談

赤
ち
ゃ
ん
は
順
調
に
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
か
？
　
ミ
ル
ク
の
飲
み
か
た
は

？
　
離
乳
食
の
す
す
み
か
た
は
？

ど
ん
な
こ
と
で
も
心
配
が
あ
り
ま
し

た
ら
こ
の
機
会
に
是
非

▼
該
当
児
　
生
後
1
月
～
1
年
1
か
月

▼
日
時
　
6
月
1
6
日
（
金
曜
）

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

▼
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

▼
内
容
　
育
児
及
び
家
族
計
画
相
談
・

指
導
、
体
重
・
身
長
計
測

胃
の
集
団
検
診

9
時
～
1
1
時

▼
場
所
　
町
民
会
館
玄
関
ホ
ー
ル

▼
料
金
国
保
加
入
者
　
5
0
0
円

社
保
そ
の
他
　
1
3
0
0
円

（
国
保
は
2
千
円
、
杜
保
そ
の
他
は

1
千
2
百
円
、
町
で
補
助
し
ま
す
）

▼
検
診
人
員
　
1
0
0
名

▼
申
込
み
　
保
健
年
金
窓
口

受
付
は
6
月
1
2
日
か
ら
、
た
だ
し
定

員
が
百
名
に
な
り
次
第
締
切
ま
す
。
ま

た
、
予
診
を
と
り
ま
す
の
で
本
人
が
料

金
を
添
、
え
て
申
込
み
く
だ
さ
守
当
！

－

　

！

成
人
病
教
室
　
ト
ノ

▼
日
時

▼
会
場

▼
内
谷

．
1
∴
こ
二
で

レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
、
検
尿
、

圧
測
定

▼
そ
の
他

血
　
　
ガ
ン
の
こ
わ
き
を
知
っ
た
ら
、
ま
ず

早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
す
。
そ
の
た

め
に
是
非
検
診
を
。

。
講
話
　
「
糖
尿
病
患
者
の
食
生
活
に

つ
い
て
」
　
吉
田
栄
養
士

。
調
理
実
習
、
血
圧
測
定

糖
尿
病
食
は
長
寿
食
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
教
室
に
是
非
参
加
し
て
長

生
し
ま
し
ょ
う
。

検
診
後
、
保
健
、
食
事
指
導
が
あ
り
　
▼
日
時
　
6
月
2
2
日
（
木
曜
）

昭和53年度

体育行事予定表

みなさん積極的に参加し、体力をき

たえましょう。

6月25日　春季町民体育競技大会

7月2日　水泳少年団プール開き

7月30日　第19回郡民水泳大会

8月6日　第19回郡民体育大会

8月；ラ呂第1咽少年野球大会

8月20日　第21回県民体育大会

8月20日●第1回中学女子バレーボー

ル大会

9月10日　シスポーツ少年団総合競技大
．∠ゝ
コ三

9月：き呂第21回県民体育大会

10月8日●体育の日競技大会

10月甲　第7回ママさんバレ‾ボ‾
下旬　ルリーグ戦

10月29日　第6回少年団バレーボール

大会

10月下旬　第1回老人ゲートボール大

二．ご

11月12日　第10回少年団剣道大会

青
年
団
会
員
募
集

水
巻
町
青
年
団
体
協
議
会
で
は
、
毎

月
一
回
の
定
例
会
を
設
け
て

一
、
青
年
同
志
の
親
睦
を
図
ろ
う

一
、
人
間
形
成
の
努
力
に
集
ろ
う

一
、
郷
土
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う

二
若
者
と
し
て
何
か
を
考
え
よ
う

こ
れ
等
の
目
的
の
た
め
に
、
広
く
会

員
を
募
集
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
青
年

団
創
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
若
い
か
た

の
多
数
の
参
加
を

連
絡
先
　
町
教
育
委
員
会

水
巻
短
歌
会
員
募
集

短
歌
を
通
じ
て
地
域
文
化
の
向
上
と

お
互
い
の
友
好
を
深
め
、
心
豊
か
な
生

活
を
つ
く
ろ
う
と
活
躍
し
て
い
る
当
会

で
こ
の
度
、
夜
間
部
を
設
け
ま
す
。

▼
練
習
日
　
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日

。
星
間
部
　
1
0
時
～
1
2
時

。
夜
間
部
　
1
9
時
～
2
1
時

▼
場
所
　
町
民
会
館
有
本
間

▼
会
費
　
月
額
5
百
円

▼
申
込
み
　
町
教
育
委
員
会

1
．
ミ
ｌ
ｌ
寺
ｌ
 
ｌ
▼
‘
▼
幸
ｌ
▼
．
．
チ
‘
▼
ｉ
ｉ
Ａ
▼
1
．
ｈ
▼
　
1
．
1
▼
も
7
‘
▼
1
ｔ
．
‘
▼
1
’
‘ｄ◆

11月19日●第1回少女バスケットポー

ｌ　　　　　　ル大会
ｌ

！12月10日　郡10ｋｍロードレース
与

ｌ

ち

ｌ

≒

●

毎

◆

皇

◆

毒

◆

～

◆

毒

Ｊ

1月21日　4町対抗駅伝競争

2月11日　県青年駅伝大全

●印は地区公民館対抗競技

行事についての問合せは教育委員会

まで
．－●－一－4．－4′－Ｊ・－一・－一一一くトＪ・－一●一．Ｊトー・4．一・◆一◆、

ＪＦＪＨ．・・7－㌢一一÷一㌢一㌧チ一㌢一㌢一一一トナー㌻一㌢一日一一ｇ、ニー12・・一一一㌢一，一一，一㌢・チ・一一・・．㌢一㌢一対一・一㌢▼一㌢一2－1三一1㌢一㌢一・Ｊト・一一一ま、一㌢一㌢一㌢一一一，一一・ｊ－・Ｌｅ－1Ｎ－1－1－Ｌ4－1Ｆ－．ＪＦ増．ｔＪま

ー　お　　　　礼一

香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈

がありました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっ

くお礼申し上げます。

吉田垣添　故藤崎シゲ殿　藤崎隆見殿

吉田団地　故岡村忠市殿　岡村裕利殿

高松団地　故奥村トク殿　尾田政市殿

－日曜在宅医－

6月11日　長谷川医院　眼　　科　樋　口　℡69ト1017

6月18日　伊藤医院　皮膚科　頃　末　℡691・0527

6月25日　入江医院　外　　科　頓　末　℡601・3320

7月2日　渡辺医院　外　　科　頃　末　℡691・2616

7月9日　楠本医院　内・児科　大膳橋　忠093・24・0385

原則として往診は致しません

あなたの役場です　電話（601）4321

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛

企
　
画
　
財
　
政
　
課
　
（
電
　
話
　
6
0

□
　
印
　
刷
　
　
遠
　
賀
　
印
　
刷
　
株
　
式
　
会
　
社


